
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

第２学年

第３学年

①単元によっては、グループで
調べ学習を行うことができた。
グループで話し合いをすること
で、意欲的に学ぶことができて
いた。
②資料の精選をすることで、児
童が話し合うポイントが明確に
なり、学習内容の理解やその
知識を活用して背景を考えた
り理由を考えたりすることがで
きた。
①校外学習で学んだことを教
室で学んだ既習事項と照らし
合わせながらマップにまとめる
ことができた。

①課題を自分事としてとらえられるように、単元
の導入では、児童の生活に関わることを取り上
げ、児童の疑問から学習問題を作ることができ
た。
①公共施設の分布の理由や道路の様子の違い
等、資料から分かる情報や地図から読み取った
ことを活用して一段階深く考える力は不十分であ
る。
②地図記号や土地の利用、交通の広がりなどに
ついて理解することができた。
③資料提示にパワーポイントなどを使って資料
提示の仕方を工夫したり、タブレットを使って地図
アプリやインターネット用いて調べ学習をすること
で、地図や三鷹市についての関心を高め、意欲
的に学習に取り組んでいる。

①自分自身の学ぶ姿勢
○学習問題に対して、児童が調べたいと思う課題を設定し、個人
やグループで調べ学習を行えるように機会を設定する。
○校外学習で学んだ内容と教室で学んだ内容とを組み合わせて分
かったことや考えたことをノートやスライドにまとめ発表する場を設
ける。その際に、抑えるべきポイントを内容に盛り込むことや、自ら
の生活を振り返ってまとめられるように、まとめ方を指導していく。
②学びの内容
教科書、動画、写真などの資料を組み合わせながら、児童が具体
的にイメージしながら理解していけるようにする。
③学びの方法
様々な資料から必要な情報を選択し、自分たちが調べた内容の背
景や理由についても想像を広げて話し合いを行えるようにする。そ
のために、あらかじめ資料の精選を行っていく。

第4学年

◎グラフの読み取りで変化について
読み取る際に、意図的に変化の大き
さを感じられるような提示をすること
で、数値の変化について興味関心を
高めながら読み取ることができた。
○社会科の見方・考え方を意識をし
た指導を続けることで、資料に対する
視点が深まり、既習事項を生かした
発言が増えた。
〇学習問題づくりや学習問題への答
えを自分で考える活動を、すべての
単元で丁寧に行うことで、見通しを
もって学習することができるように
なった。

〇導入で使う資料の見せ方を工夫することで、児童の疑問
から学習問題を設定することができた。
○清掃工場の見学、水道キャラバンの体験活動を通して、
日頃の授業だけでは感じることのできない実際の取り組み
を肌で感じ、社会を支える取り組みには人々の営みが大きく
変わっていることを知ることができた。
●テストの問題で聞かれていることを理解できていないた
め、既習事項を生かせずに問題に答えることができていな
い。
〇都道府県の習熟については、繰り返し取り組む必要があ
り、今後も定期的に指導を行う。
〇地図帳を使った場所探しゲームを行うことで、地図帳使い
方に慣れてきている。

①自分自身の学びの姿勢
〇社会科の見方・考え方を意識をした指導を続け、「位置や空間的な広が
り」「時期や時間の変化」「事象や人々の相互関係」についての発言や資料
の読み取りができている児童を称賛し、価値付けする。
②学ぶ内容
◎資料の見方をより定着させるため、「表題」「縦の軸」「横の軸」に書かれ
ていることを丁寧に確認し、どのような数値の変化がみられるのかを全体
で確認する。また、資料からどんなことが分かったかを共有することで、社
会科の味方・考え方の育成を図る。
〇地理的環境の特色・地域の健康と生活を支えたり、安全を守ったりする
仕組みや働き・地域の伝統や文化について、自らの生活を振り返らせ、必
要な情報を調べまとめる技能を身に付けさせる。
〇学習のねらいを達成できるための資料を指導者が準備をしておき、その
資料から既習事項を生かして資料活用できるようにする。

第5学年

◎単元を進める中で予想や資料
から気付いたことなど、場面に応
じて自分の考えを書く場を設けた
ことで、自分なりに表現することが
できるようになってきた。
○資料の提示を工夫したことで関
心をもち、様々な視点から単元に
入っていくことができた。
○資料を絞って示したり、情報収
集の仕方を指導したりしたことで
適切に読み取ることができた。ま
た、関連付けて考えるための時間
や、良い気付きを共有したこと
で、つながりを考え意見を再構成
しようとする姿勢ができた。

○ICT機器の活用して資料提示の仕方を工夫を行
い、児童により興味・関心、疑問をもたせるような単元
の導入をすることで、意欲的に学習に取り組んでい
る。
○調べる段階で教科書や資料集、学習用タブレットを
活用したことで、問題の解決に向けて、児童一人ひと
りが主体的に学習に取り組むことができた。一方で情
報が過多となり、精査ができず、問題解決に至らな
かった児童もいた。
○調べたことを考えたこととして学びをつなげたり、新
たな疑問をもったりすることができる児童が多い。
◯単元の学習のまとめや学習問題に対する考えを表
現することが苦手である。

①自分自身の学ぶ姿勢
○【つかむ】資料提示を工夫し、気付きや疑問を児童が出せるようにすることで、児
童の興味・関心を核とした学習問題の設定へつなげる。
②学ぶ内容
○【調べる】調べる視点を明確にし、集めた情報や資料を活用し、それらを比較したり
関連付けたりしながら内容を読み取らせ、必要な情報を落とさないように再構成させ
る。
○【まとめ】調べた内容をもとにして、設定した学習問題と照らし合わせ、学習内容を
まとめる。また、調べた内容をまとめる手立てを充実させ、児童の実態や単元に合っ
たまとめを行う。
③学びの方法
〇学習問題に対する予想を出し合い、それらを類型化したり妥当性について考えた
りしながら学習計画を立てるようにする。
◎習得した知識を活用する場面を設ける。その中で、思考力・判断力・表現力等を育
成するために、学習過程の段階に応じた指導を行い、児童の言語活動の充実を図
る。

第6学年

〇日本国憲法や政治の動きについて自分
の生活とのかかわりを考えたり、実際に社
会科見学に行ったりすることで関心をもっ
て学習に取り組むことができた。
〇自分たちの生活との結びつきについて
考えながら学習に取り組むことができた。
〇「知りたい」と思えるような資料の提示の
仕方をして、関心を高めることができた。単
元によっては難しいところもあった。
〇学習形態をシステム化することで考えの
深まりにつながった。最後に個に返る時間
を取れるとなお良い。
〇単元を通して、つながりをもってまとめを
書くことができた。学習問題については常
に意識しながら学習に取り組むことができ
た。

〈政治国際分野〉
〇各制度や各機関の名称や働きについては知識とし
て理解できている児童が多い。一方で、それらがどの
ように関係しているか関連付けて考えることは難しく、
また、憲法や政治を自分たちの生活に身近なものとし
てとらえることが難しい児童も多い。
〈歴史分野〉
〇各人物や出来事の名称や内容については関心も
高く、学習に主体的に取り組むことができる児童が多
い。一方で、それらの人物や出来事が、その時代の
社会や文化にどう影響しているかなどを結び付けて
考えることができる児童は少ない。

 〈政治国際分野〉
①自分自身の学ぶ姿勢
日本国憲法や政治の働き、世界と日本の繋がりと自分たちの生活がどう密接に関わっているか
について関心をもたせるようにする。
②学ぶ内容
単元ごとに図や表にまとめることで、ひとつひとつの知識を関連づけて考えられるようにしてい
く。
③学びの方法
各制度、名称や働きなどの知識を結び付けるために、自分たちの生活の中でどうかかわってい
るかという視点を常にもたせるようにする。
〈歴史分野〉
①自分自身の学ぶ姿勢
学習問題に結び付くような資料の見せ方を工夫し、クイズなども活用して関心を高めるようにす
る。
②学ぶ内容
調べたことをもとに、それぞれの人物や出来事がどのように結びついていくのかを単元ごとにわ
かりやすく図、表などにノートにまとめる。また学習問題の答えを自分なりにどうとらえたのかを
まとめとして書くようにする。
③学びの方法
取り上げる人物ごとに時代の流れをおさえていく流れで、個人→グループ（ペア）→クラス全体の
流れを活用しながら読み取ったことをおさえていくことで、様々な視点で調べていく。
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